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論文の内容の要旨 
 
石井由起氏の博士学位論文は、失語症のある人の呼称過程に影響する心理言語学的要因を明らか
にすることを主な目的とし研究を行ったものである。その要旨は以下のとおりである。 
 
 第１章では、失語症のある人のコミュニケーション障害の特徴、そのリハビリテーションの認知
神経心理学的なパラダイム、失語症のある人の呼称過程に関する先行研究についてレビューしてい
る。そのうえで、我が国では、失語症のある人の呼称過程に関する研究の蓄積がほとんどみられな
いこと、文化に合致し色彩画を用いるなどの臨床的有用性の高い呼称課題が存在しないこと、心理
言語学的な要因に関する変数の修正の必要性といった問題点を述べている。そして、以上の点を踏
まえたうえで、著者は博士論文の目的を、我が国で失語症のある人の呼称過程に及ぼす心理言語学
的な要因を明らかにすることとしている。 
 第２章では、研究１について、①日本の文化や臨床的有用性を考慮した呼称課題の作成、②心理
言語学的変数の算出式の修正とデータセットの作成、③作成した課題と修正された変数を用いて、
健常成人のデータをもとに呼称成績に影響を及ぼす心理言語学的要因に関する検討を報告してい
る。具体的には、日本人に馴染みのある単語（彩色画）の呼称に関する予備実験を 20～70代の健
常者に行い、正答率で年代差がみられなかった単語（213枚）から構成される呼称課題を作成して
いる。また、従来の指標のうち、名称一致度 H では計算式に誤反応の出現確率が含まれていたた
め、それを除外した代替変数H(a)の算出式を提案し、健常者の反応をもとに各単語のデータセット
を作成した。そして、健常高齢者を対象に、H(a)を含めたさまざまな心理言語学的な変数を説明変
数とし、呼称の正確性と潜時を目的変数とする重回帰分析を行った。その結果、呼称の正確性を有
意に予測する変数は名称一致度H、H(a)、イメージ一致度、親密度、語彙の獲得年齢、頻度であり、
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呼称潜時を有意に予測する変数は名称一致度、イメージ一致度、心像性、語彙の獲得年齢、頻度で
あることを明らかにすることができたとしている。 
 第３章では、研究２として、失語症のある人の呼称過程に関与する心理言語学的な要因を明らか
にすることを目的とし、研究１で作成した呼称課題の正確性を目的変数とし、各心理言語学的な変
数を説明変数とするロジスティック回帰分析を行っている。その結果、呼称の正確性には、心像性、
頻度、音韻隣接語数が関係していることを明らかにしている。また、呼称の誤りについても検討し
ており、①意味的に関連がみられない「語性錯語 A」、②意味的に関連がみられる「語性錯語 B」、
③「音韻性錯語」、④「無反応」、⑤「迂言」、⑥「音断片」の６つの言い誤りの出現を予測する心
理言語学的変数について、ロジスティック回帰分析を行っている。その結果、「語性錯語 A」には
心像性、語彙の獲得年齢、音韻隣接語数が、「語性錯語 B」には頻度、音韻隣接語数、モーラ数が、
「音韻性錯語」には心像性、頻度、モーラ数が、「無反応」には頻度、音韻隣接語数が、「迂言」に
は心像性、頻度が、「音断片」には頻度、語彙の獲得年齢、音韻隣接語数が関与していることを明
らかにしている。これらのことから、著者は言い誤りには、意味・語彙・音韻のそれぞれが相互的
に関与していると考察している。 
 第４章では、総合考察として、健常者と失語症のある人の呼称過程に影響する心理言語学的変数
の特徴についてまとめ、今回得られた知見をもとにしたリハビリテーション方法の提案、本論文の
限界と展望についても述べられている。特にここでは研究の意義として、①作成した日本文化に合
致し、臨床場面で有用な色彩画による課題を用いることにより、日本語話者の呼称過程の検討を詳
細に進められるようになったこと、②本来的な意味と合致した名称一致度H(a)を用いたことにより、
各変数が呼称成績にどの程度関与しているのかを正確にとらえることができるようになったこと、
③これまでの失語症の研究の中で最もサンプル数が多く、詳細に呼称過程の検討が行えたことを挙
げている。また、失語症のある人の言い誤りの分析では、意味性錯語がすべての失語症のある人に
共通してみられ、音韻性錯語も半数以上でみられることについて、過去の研究を踏まえたうえで、
失語症のある人では、レキシカルアクセスへの閾値が低くなり、そのために意味性錯誤が多く出現
していると著者は推測している。また、心像性が高いと正確性が高くなり、心像性が低いと目標語
のカテゴリーには属さない語性錯語が出現しやすいことから、著者は今回の心像性の知見を利用し
たリハビリテーションを提言している。より具体的には、心像性の高い語は意味属性の数が多く、
そのことにより意味システムが活性化され、音韻出力レキシコンへの信号が高まり喚語につながり
やすくなると考えている。こうした意味属性を利用した喚語訓練は Semantic Feature Analysis
（SFA）と呼ばれているが（すでに著者は試みている）、今回の研究は、特に復唱が良好で音韻性
錯語の出現がそれほど多くない場合に、SFAの有効性を示す基礎知見の一つとなりうると著者は論
文を締めくくっている。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 我が国では、失語症のある人の呼称過程に関して、ラージ・サンプルによる研究はほとんど行われて
いない。その意味で、40名（分析対象）もの多くの失語症のある人を対象とし、多変量解析による分析
を行った本研究は貴重なものといえる。著者は従来の呼称課題の問題点を精査したうえで、我が国の文
化や臨床現場での有用性を考慮し、色彩画による新たな呼称課題を作成しているが、この点も独創的な
点といえる。さらに作成した課題を用いて、健常者、失語症のある人の呼称成績に関連する心理言語学
的要因を明らかにしている。結果でまず特筆すべき点は、既存の指標（名称一致度）から事物誤認と思
われる反応を排除し、本来的な指標を用いたことで、呼称成績により多くの心理言語学的要因が関与し
ていることを明らかにできた点である。また、失語症のある人の呼称の誤反応の分析から、語性錯誤や
音韻性錯誤に関連する心理言語学的要因の違いを明らかにしている。この結果に関する考察では、残存
する機能の違い、すなわち賦活するノード（音韻ノード、語彙ノード）の違いによって誤り方が異なる
ことを推察しており、今回の知見からリハビリテーションに言及している点も興味深い。 
令和元年 6月 19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（行動科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
